５年生学級活動指導略案　　

	時期
	　　１学期（６月）

	題材名
	津波の恐ろしさ

	ねらい
	宿泊研修先の建物や周辺地図で、危険箇所や避難場所を考えることを通して、海の活動時や宿泊時に地震から津波が起こることを想定した避難の仕方を考えることができる。

	事前
	①国語「１００年後の未来を守る」にて、津波の恐ろしさを知り、宿泊研修時に地震が発生した場合の問題点を明らかにすることができる。

②道徳「稲むらの日」

	本時
	1、 資料や写真から津波の危険性について知り、地震が起こった時の行動について話し合う意欲をもつ。

２、マリーナ河芸の周辺地図や建物　　図から、安全に避難できる場所を捜し、交流しあう。

3、 地震から津波を想定した場合の避難について注意点をまとめることができる。

	防災教育の視点
	マリーナ河芸の周辺地図上で危険を予測し、回避する方法を工夫することができる。

	事後
	宿泊研修先で避難経路や避難場所を見て回り、避難の仕方について具体的なイメージをもつことができる。

	備考


	保護者にも、説明会にて津波の危険性と対応について理解をしていただく。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　学級活動年間指導計画に入れる内容
　
　　１年生・・・火事になったらどうするの
　　　　　　　　○初期対応・避難経路
　　　　　　　　○教室における初期対応
　　２年生・・・地震が起こったらどうするの
　　　　　　　　○初期対応～２次避難
　　３年生・・・かみなりがなっているよ、どう
するの
○通学路、校庭での対応
　　
４年生・・・水って、こわいんだね
　　　　　　　　○土砂災害
　　
５年生・・・津波のおそろしさ
　　　　　　　　○宿泊研修場所での避難
　　６年生・・・修学旅行中に災害に出会ったら
　　　　　　　　○宿屋、観光先における避難
　　　






